
九

専
攻
学
科
目　

生
化
学
・
分
子
生
物
学

生　

年　

月　

昭
和
三
三
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
〇
年　

三
月 

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
業

平
成　

二
年　

三
月 

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　
　

二
年　

三
月 
歯
学
博
士

同　
　

二
年　

四
月 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・Ludw

ig

癌
研
究
所U

ppsala B
ranch

留
学

同　
　

四
年　

四
月 

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
助
手

同　
　

七
年　

四
月 

（
財
）
癌
研
究
会
癌
研
究
所
生
化
学
部
研
究
員

同　
　

九
年　

五
月 

（
財
）
癌
研
究
会
癌
研
究
所
生
化
学
部
主
任
研
究
員

同　

一
〇
年　

二
月 

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
教
授

同　

一
二
年　

四
月 

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
教
授

同　

一
四
年　

九
月 

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
四
年
一
〇
月 

東
京
大
学
創
薬
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

同　

二
七
年　

四
月 

東
京
大
学
創
薬
機
構
長
（
現
在
に
至
る
）

同　

三
〇
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
長
・
薬
学
部
長
（
令
和
二
年
三
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

一い
ち　

條じ
ょ
う　

秀ひ
で　

憲の
り　



三
三

歯
学
博
士
一
條
秀
憲
氏
の
「A

SK

フ
ァ
ミ
リ
ー

を
基
軸
と
し
た
ス
ト
レ
ス
応
答
機
構
の
解
明
」

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

生
体
は
、
そ
の
構
成
単
位
で
あ
る
細
胞
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
内
因
性
あ
る
い

は
外
因
性
の
ス
ト
レ
ス
に
対
し
適
切
な
応
答
を
示
す
こ
と
で
個
体
の
恒
常
性
を

維
持
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ト
レ
ス
応
答
機
構
は
、
細
胞
の
増
殖
、
分
化
、
生
死

と
い
っ
た
様
々
な
機
能
を
制
御
し
、
そ
の
異
常
は
炎
症
、
が
ん
、
神
経
変
性
、

糖
尿
病
な
ど
の
多
様
な
病
態
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
細
胞
の
ス
ト

レ
ス
認
識
か
ら
応
答
に
至
る
ま
で
の
分
子
機
構
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
基
礎
生

命
科
学
の
進
歩
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
創
薬
基
盤
な
ら
び
に
治
療
戦
略
を
創
成

す
る
上
で
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

一
條
秀
憲
氏
は
、
細
胞
死
を
誘
導
す
る
タ
ン
パ
ク
質
リ
ン
酸
化
酵
素
と
し
て

A
poptosis Signal-regulating K

inase 1

（A
SK

1

）
を
発
見
し
て
以
来
、
一
貫

し
てA

SK

フ
ァ
ミ
リ
ー
（A

SK
1, A

SK
2, A

SK
3

）
を
中
心
と
す
る
ス
ト
レ
ス

シ
グ
ナ
ル
の
研
究
に
従
事
し
、
生
命
科
学
の
基
礎
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
研
究

成
果
を
提
示
し
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
創
薬
応
用
研
究
へ
と

展
開
し
、
革
新
的
な
創
薬
医
療
科
学
技
術
の
基
盤
形
成
に
貢
献
し
た
。

（
１
）細
胞
死（
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
）誘
導
シ
グ
ナ
ル
分
子
と
し
て
のASK1

の
発
見

一
條
氏
は
、
一
九
九
七
年
に
、ER

K

経
路
に
は
働
か
ず
、JN

K

経
路
な
ら

び
にp38

経
路
を
特
異
的
に
活
性
化
す
る
初
め
て
のM

A
P3K

と
し
てASK

1

遺
伝
子
をcD

N
A

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
し
た
。A

SK
1

はTN
F α

や
酸
化
ス
ト
レ
ス

に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
細
胞
死
誘
導
を
担
うM

A
P3K

で

あ
っ
た
。
哺
乳
類
に
お
い
て
、A

SK
1

はA
SK

2

な
ら
び
にA

SK
3

と
と
も
に

A
SK

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
が
、
一
條
氏
はA

SK

フ
ァ
ミ
リ
ー
全
て

の
一
次
構
造
を
同
定
す
る
と
と
も
に
、A

SK

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
解
析
を
遂
行
す

る
こ
と
で
、
多
様
な
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
細
胞
応
答
の
分
子
実
体
な
ら
び
に
分

子
機
構
を
解
明
し
た
。

（
２
）
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
感
知
す
る
普
遍
的
分
子
機
構
の
発
見

主
要
な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や
増
殖
因
子
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
の
基
本
的
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
酸

化
ス
ト
レ
ス
に
代
表
さ
れ
る
物
理
化
学
的
ス
ト
レ
ス
を
細
胞
が
ど
の
よ
う
に
し

て
感
知
・
認
識
す
る
か
は
、
細
胞
生
物
学
に
残
さ
れ
た
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

一
條
氏
は
、A

SK
1

に
直
接
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
も
キ
ナ
ー
ゼ
活
性
が

上
昇
し
な
い
こ
と
か
ら
、A

SK
1

に
は
酸
化
ス
ト
レ
ス
の
受
容
器
と
な
る
別
の

タ
ン
パ
ク
質
が
結
合
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
酵
母tw

o-hybrid

法
を

用
い
て
、
レ
ド
ッ
ク
ス
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
チ
オ
レ
ド
キ
シ
ン
（Thioredoxin: 



三
三

Trx
）
を
同
定
し
た
。Trx

は
、
そ
の
酸
化
還
元
活
性
に
必
須
の
二
つ
の
シ
ス

テ
イ
ン
残
基
が
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド
結
合
し
た
酸
化
型
と
、
チ
オ
ー
ル
の
状
態
で
あ

る
還
元
型
の
二
つ
の
酸
化
還
元
状
態
を
と
る
。
一
條
氏
は
、A

SK
1

と
結
合
で

き
る
の
は
還
元
型
のTrx

の
み
で
あ
り
、
活
性
酸
素
等
の
酸
化
ス
ト
レ
ス
に

よ
っ
てTrx

が
酸
化
型
に
変
換
さ
れ
る
とA

SK
1

か
ら
解
離
す
る
こ
と
を
見
出

し
た
。
定
常
状
態
で
は
、A

SK
1

のN

末
端
領
域
にTrx

が
結
合
し
、A

SK
1

の
キ
ナ
ー
ゼ
活
性
を
不
活
性
化
状
態
に
し
て
い
た
。
さ
ら
にTrx 

が
解
離
す
る

こ
と
でTN

F receptor-associated factor

（TR
A

F

）
フ
ァ
ミ
リ
ー
分
子
が

A
SK

1

に
結
合
可
能
と
な
り
、ASK

1

が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

す
な
わ
ち
、Trx-A

SK
1

複
合
体
は
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
感
知
す
る
分
子
セ
ン

サ
ー
複
合
体
で
あ
り
、
ま
た
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
タ
ン
パ
ク
質
リ
ン
酸
化
シ
グ

ナ
ル
へ
と
化
学
変
換
す
る
分
子
ス
イ
ッ
チ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
発
見
は
「
シ
ス
テ
イ
ン
の
酸
化
に
よ
る
分
子
間
相
互
作
用
制
御
を
介
す
る

シ
グ
ナ
ル
伝
達
」
と
い
う
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
感
知
・
伝
達
す
る
普
遍
的
な
分

子
機
構
と
し
て
世
界
で
初
め
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
と
な
っ
た
。

（
３
）�

新
た
な
ス
ト
レ
ス
シ
グ
ナ
ル
の
解
明
と
そ
の
成
果
に
基
づ
い
た
創
薬
研

究
の
展
開

さ
ら
に
一
條
氏
は
、
浸
透
圧
ス
ト
レ
ス
応
答
を
可
能
に
す
るA

SK
3

の
発
見

やSO
D

1

とD
erlin-1

の
相
互
作
用
に
よ
る
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
な
ど
、
細

胞
の
ス
ト
レ
ス
応
答
に
関
与
す
る
多
く
の
鍵
分
子
の
同
定
と
先
駆
的
解
析
を

行
っ
て
き
た
。

現
在
は
、
そ
の
創
薬
医
療
応
用
と
し
て
新
規
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

（A
LS

）
治
療
薬
の
開
発
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。A

LS

は
運
動
神
経
細
胞
が

選
択
的
に
障
害
を
受
け
る
神
経
変
性
疾
患
で
あ
る
が
、
一
條
氏
はA

LS

を
引

き
起
こ
す
原
因
と
し
てSO

D
1

遺
伝
子
変
異
に
着
目
し
、
一
〇
〇
種
類
を
超
え

る
変
異
型SO

D
1

が
正
常
のSO

D
1

と
は
異
な
る
共
通
の
高
次
構
造
を
と
る
こ

と
を
見
出
し
た
。
さ
ら
に
変
異
型SO

D
1

が
そ
の
共
通
構
造
を
介
し
て
小
胞
体

に
存
在
す
るD

erlin-1

タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
す
る
こ
と
で
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
を

誘
導
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
依
存
的
にA

SK
1

の
活
性
化

を
惹
起
し
、
最
終
的
に
神
経
変
性
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ

ら
に
、A

LS

病
態
の
改
善
を
目
指
し
て
、
低
分
子
化
合
物
の
探
索
を
行
い
、

最
適
化
し
たA

SK
1

阻
害
剤
な
ら
び
にSO

D
1-D

erlin-1

結
合
阻
害
剤
がA

LS

病
態
改
善
効
果
を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
條
氏
は
生
化
学
・
分
子
生
物
学
領
域
に
お
け
る
世
界
の

最
先
端
研
究
者
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
応
答
の
理
解
と
そ
の
創
薬
医
療
応
用
の
発

展
に
貢
献
し
、
こ
の
研
究
分
野
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の

業
績
に
対
し
、
一
條
氏
はJC

A
-M

auvernay Aw
ard

、
持
田
記
念
学
術
賞
、
高

峰
記
念
第
一
三
共
賞
、
上
原
賞
、
紫
綬
褒
章
、
武
田
医
学
賞
な
ど
を
受
け
て
い



四
四

る
。以

上
、
一
條
秀
憲
氏
の
卓
越
し
た
業
績
は
、
本
年
度
の
日
本
学
士
院
賞
授
賞

者
に
相
応
し
い
。
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